










　＜ 800 字の世界 >　文章講座で扱う文章は、800 字程度の作文や小
論文です。いわゆるカルチャーセンターで教えているような小説や詩
などは対象外です。400 字詰め原稿用紙にして 2 枚。社会人となって、
会社や役所の広報誌にコラムを書いたり、機関誌に巻頭言を書いたりす
る場合も、文字数はせいぜい 800 字程度でしょう。就職試験で課され


























ただし、大学 1・2 年生や、3 年生でも春学期の段階では進路を決めか
ねている学生がいます。したがって、「マスコミに関心」があれば受講
を受け付けるようにしています。
　講座は 1 回につき 90 分（授業の 1 コマ分に相当）、講座の頻度は、






















































































































































































































































④　「5W1H」（When ＝いつ・Where ＝どこで・Who ＝だれが・













































































































































































































































































































































































































































































次の文章は、やはり「10 年後の日本」をテーマに書いた 3 年生の男子
学生 E 君の小論文です。
十年後の日本




































































































各社はすでに自動運転車の開発に着手しており、10 年後の 2026 年
には公道を走っている可能性が高い。追突事故の件数は大幅に減る
ことが期待できる。
　「人工知能」の開発は自動運転車に限らない。人間との会話をこな
す音声認識ロボット、工場における生産ロボットや手術ロボットな
ど、多くの分野で開発競争が繰り広げられている。最近ではロボッ
トがプロ棋士との対局に勝ったことが話題をさらった。
　だが、人間生活へのプラス面にのみ目を奪われ、人工知能のマイナ
ス面を過小評価してはならない。人工知能が仕事を効率よくこなし、
大きな成果を上げれば上げるほど、販売員や公務員などの人間の「職
業」がロボットにとって代わられてしまう危険性がある。現に中国・
上海のケンタッキーフライドチキンの店舗では、今年 4 月から人工
知能ロボットがカウンターで接客対応を始め、注文を受け付けるよ
うになった。店員が対応するカウンターもあるが、ロボットの注文
処理の方がスピーディーで、客が並ぶ時間が短いという。
　人間生活の向上を目標に開発された人工知能が、失業者を増やす
――この矛盾を解決するには、どうすればよいのだろうか。私は対
策として、ロボットに「多額の住民税」を義務化することを提言し
たい。ロボットにも人間と同じように住民税を課す。しかも、ロボッ
トは人間に比べて知能指数は何倍も高いのだから、人間よりも税を高
くするのは合理的といえる。職を失い、給与が減少した人や生活保
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護者に十分な資金が与えられるほどロボットから税金を徴収すれば、
一定数の人々は助けられるはずだ。ロボットの活用によって失業者
が街にあふれ出ないように、国には早急に「ロボット課税」の法制
化を検討してもらいたい。
　
　母親が自動車事故にあって、「人工知能を搭載した自動運転であれば
事故を回避できたかもしれない」と考えたことが、導入に書かれている
ことや、ロボットにも人間と同じように住民税を課すといったユニーク
な提案（それが実現するかどうかは別として）が盛り込んである分だけ、
読み手を引き付けるかもしれません。
「起」（第一段落）　母親の交通事故と、自動運転車の開発への期待
「承」（第二段落）　工場における生産ロボットや手術ロボット・将棋ロ
ボットなど、自動運転車以外の人工知能の開発例
「転」（第三段落）　人間の「職業」がロボットにとって代わられてし
まう危険性への警鐘
「結」（第四段落）　「ロボット課税」法制化の提案
　一応、「起承転結」の形となっており、うまく展開しているのではな
いでしょうか。
　もちろん「起承転結」ではなくて、「序論」「論証」「結論」でもよいでしょ
う。序論は問題提起、論証は根拠の提示です。論証の後半に、自分とは
対立した考えがあることを示し、その異なった考えの内容を紹介し、そ
れに対して批判を加えるようにします。自分とは違う他人の意見を出す
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ことによって、フェアな態度が印象づけられ、説得力が増す効果が出ま
す。そして、最後に結論を持ってきます。
　しかし、前述したように、自分と対立した考えがあることを示したう
えで批判を加え、それを 800 字程度の小論文に収めるのは容易ではあ
りません。小論文は、いわば論文と作文の中間のようなものだと割り切
り、あまり難しく考えない方がよいかもしれません。
４．終わりに
　最後に矛盾したことを言うようですが、「起承転結」を意識しすぎる
と書けなくなってしまうこともあります。私自身、「起」のつもりで書
き始めたが、自分で読んでどうもつまらない。「起」を思い切って捨て、
「承」から始めたら面白い作文や小論文になった。あるいは「結」のつ
もりで書いた文章を「起」に持っていったら斬新になった、ということ
もあります。あちこち切ったり貼ったりするうちに、「ストン」と落と
し所が見つかるのではないでしょうか。文章を書くということは、自己
発見の旅に出ることでもあります。同世代の学生同士、お互いの文章を
批評し合い、切磋琢磨しながら、よい「気づき」に出会ってほしいと願っ
ています。
